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東京大学 海外留学・国際交流プログラム報告書（超短期プログラム用） 

記入日： 8/30/2018 

■参加プログラム： IARU Global Summer Program 

NUS1: Southeast Asia in Context 

■プログラム情報： https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/program-list-short-IARUGSP.html 

■派遣先大学： シンガポール国立大学(NUS) 

■プログラム期間： 6/25/2018 ～ 7/27/2018 

■東京大学での所属学部・研究科等： 工学部 

■学年（プログラム開始時）： 学部 3 

■参加にあたってこの時期を選んだ理由： 

大学院の入試が 8 月末に控えていることと、7 月が比較的研究などのタスクが少なかったため。 

■参加を決めるまでの経緯： 

GLP 推進室が短期留学についての奨学金を出してくださることがほぼ決まっていたので、既存のプログラ

ムの中から興味のある NUS でのものを選びました。決定は 3 月あたりでした。 

 

 

■概要： 

基本的に授業を受けてレポートを書いたりプレゼンをしたりといった授業形態でした。一つインドネシアに

一週間行くフィールドワークがあり楽しかったです。 

■学習・研究以外の活動で取り組んだもの： 

スポーツ, 文化活動 

■学習・研究以外の活動で取り組んだものの内容、または取り組まなかった理由： 

施設を利用してスポーツをしていました。 

■週末の過ごし方： 

基本的に観光地に行きました。 

 

 

■設備： 

図書館、スポーツ施設、食堂、PC・Wifi 環境全てにおいて不満はありませんでした。 

■サポート体制： 

英語が公用語（話せて当然）のため、英語に関するサポートは少なかったように思います。 

 

 

■宿泊先の種類： 

学生寮 

■宿泊先の様子、どのように見つけたか： 

オンキャンパス、個室でした。NUS からの指定でした。 

 

プログラムについて 

派遣先大学の環境について 

プログラム期間中の生活について 
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■今後参加を考えている学生へのメッセージ、アドバイス： 

留学というとハードルが高く、また就活のネタや語学力向上など打算的なことを考えて行くイメージを持つ

人が多いと思いますが、それ以前に海外での一ヶ月という期間の体験全てがとても大きなものを与えてく

れます。ぜひ楽しむことを第一にして飛び込んでみてください。 

■準備段階や留学中に役に立ったウェブサイト、出版物： 

特にありません。 
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